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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、J-PARC において建設がすすめられている強力パルス中性子ビームラインを利用

して、高圧力下での地球物質中の水素原子の振る舞いを解明し、地球・惑星内部物質の水素の

存在状態と物性を明らかにしようとするものである。世界で最先端の地球内部物質科学研究分

野で新たな学術分野を創成し、国際的にリードを広げる野心的な研究である。愛媛大学で開発

されたナノダイヤモンド粒子からなる多結晶体を加工して対向型高圧アンビル装置を開発す

ること、ならびにパルス中性子ビームを上記実験装置に導入するミラーガイドなど光学系を設

置することが、本研究の主な開発要素である。これまでに、ナノ秒パルスレーザを用いたナノ

ダイヤモンド多結晶体の加工技術の確立、ミラーガイドの設置を終えるなど、順調に開発が進

んでおり、計測実験を本格的に開始できる状態になっている。中性子回折実験による研究成果

を出すのはこれからであるが、残り 2 年の研究期間での研究成果を期待したい。 
装置開発を中心とした研究成果が、研究代表者、共同研究者で数多く発表されており、協力

関係も順調であることが伺える。 

 

【平成２５年度 検証結果】 

検証結果 本研究は地球深部や惑星内部に存在しうる水、氷、鉱物中にある水素の構造解

析のため、水素との相互作用の弱い X 線ではなく、中性子を使った回折実験でこ

れに取り組むという挑戦的なものである。このために J-PARC に建設された強力

パルス中性子源を活用して研究に取り組んできた。 
研究期間の前半では、ナノ多結晶ダイヤモンド（NPD）を用いた対向性高圧ア

ンビル装置の開発、スーパーミラーガイドの設置など、実験準備を順調に進めて

きた。さらに、研究期間の後半ではこの実験装置を用いて、20GPa 以上の圧力条

件で実験を順調に進めてきた。その主な成果として、水素原子の観察による宇宙

空間における秩序化氷存在の可能性の示唆、水素結合の対称化を直接的に示唆す

る結果の発見、水素原子の位置決定などに成功している。 
このことから、中性子をプローブとする高圧下での新たな実験手法の基盤創成

に大きく貢献し、今後の地球科学研究に重要な手法を提供したと評価できる。 

Ａ 

 

 


